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お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

壱
岐
で
は
対
馬
暖
流
の
影
響
に
よ
り
、温
暖
な
海
洋
性
気
候
の
下
、農

畜
産
業
が
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
以
下
で
紹
介
す
る
肉
用
牛
に
加

え
、
水
稲
、
麦
類
が
基
幹
作
目
で
、
離
島
な
が
ら
長
崎
県
内
で
は
二
番

目
に
広
い
深ふ

か

江え

田た

原ば
る

平
野
が
あ
る
こ
と
で
、
県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
壱
岐
に
は
七
つ
の
酒
造
会
社
が
あ
り
、
島

内
で
生
産
さ
れ
た
大
麦
を
使
っ
た
焼
酎
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

壱
岐
は
麦
焼
酎
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
平
成
七
年
の
「
地
理
的
表
示
の
産

地
指
定
」
に
よ
っ
て
「
壱
岐
焼
酎
」
の
ブ
ラ
ン
ド
が
国
際
的
に
も
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
い
ち
ご
、
メ

ロ
ン
な
ど
の
施
設
園
芸
品
目
や
葉
た
ば
こ
、
花
き
類
も
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

島
の
和
牛
の
歴
史
は
古
く
、
市
内
の
平
安
時
代
の
遺
跡
か
ら
も
牛
骨

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
国
産
の
牛
を
解
説
し
た
鎌
倉
時
代
の
図
説
『
国こ

く

歴
史
あ
る
壱
岐
の
農
畜
産
業

�

壱
岐
島
は
、
九
州
北
部
の
玄
海
灘
に
浮
か
ぶ
東
西
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
南
北
一
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
二
万
四
千
人
の
平
坦
な
島
で

す
。「
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

」
や
「
古
事
記
」
に
も
登
場
す
る
な
ど
の
歴
史
が
あ

り
、
平
成
一
六
年
三
月
に
郷ご

う

ノの

浦う
ら

町
・
勝か

つ

本も
と

町
・
芦あ

し

辺べ

町
・
石
田
町
が

合
併
し
壱
岐
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
福
岡
県
の
博
多
港
か
ら
高
速
船
で

一
時
間
、
フ
ェ
リ
ー
で
二
時
間
、
佐
賀
県
唐
津
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
一

時
間
四
〇
分
、
長
崎
空
港
か
ら
飛
行
機
で
三
〇
分
と
交
通
ア
ク
セ
ス
も

よ
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
観
光
な
ど
に
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
三
〇
年
に
は
国
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、
環

境
・
経
済
・
社
会
の
三
面
の
取
り
組
み
に
よ
り
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
地
元
の
県
立
壱
岐
高
校
野
球

部
が
春
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
二
一
世
紀
枠
で
選
ば
れ
、
島
内
外
で

事 
例 

報 

告 

３

子
牛
生
産
地
と
し
て
の
基
盤
強
化
と

「
壱
岐
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
化

長
崎
県
壱
岐
市
農
林
課　

飯
田 

雅
浩
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牛ぎ
ゅ
う

十じ
ゅ
う

図ず

』
に
お
い
て
も
、「
筑つ

く

紫し

牛う
し

」
の
名
前
で
壱
岐
産
の
牛
は
姿
が
良

い
と
、
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
当
地
が
昔
か
ら
牛
の
名
産
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
来
、
農
業
が
盛
ん
な
壱
岐
で
は
、
主
と
し
て
田
畑
の
耕
作
を
手
伝

う
農
耕
用
に
牛
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
う
ろ
覚
え
で
す
が
、
私
の

幼
い
こ
ろ
、
郵
便
局
員
と
の
兼
業
農
家
で
あ
っ
た
祖
父
が
、
朝
早
く
牛

を
連
れ
て
出
か
け
て
行
き
、
郵
便
の
仕
事
前
に
牛
に
鋤す

き

を
引
か
せ
、
昼

間
は
木
陰
に
休
ま
せ
、
夕
方
に
ま
た
同
じ
作
業
を
し
て
、
牛
と
一
緒
に

家
へ
帰
っ
て
来
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
機
械
化
が
進
み
、
農
耕
用

に
牛
を
利
用
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
肉
質
の
良
さ
か

ら
牛
の
生
産
は
島
に
残
り
ま
し
た
。

子
牛
の
生
産
基
盤
の
強
化
に
向
け
て

�

肉
用
牛
の
繁
殖
経
営
は
、
島
内
の
農
業
算
出
額
全
体
の
七
割
を
占
め

る
基
幹
作
目
で
す
。
壱
岐
家
畜
市
場
で
は
、
年
に
六
回
、
偶
数
月
に
子

牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
、
毎
回
約
七
〇
〇
頭
、
年
間
四
〇
〇
〇
頭
余
が

島
内
外
に
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
牛
の
血
統
、
繁
殖
雌
牛
と
の
掛
け

合
わ
せ
、
育
成
状
況
な
ど
の
飼
養
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
子
牛
が
多
く
揃

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
壱
岐
の
子
牛
セ
リ
に
は
、
全
国
か
ら
有
名
ブ
ラ

ン
ド
和
牛
の
肥
育
農
家
が
買
い
付
け
に
来
ま
す
。
セ
リ
落
と
さ
れ
た
子

牛
は
、
そ
の
後
、
各
地
で
約
二
〇
カ
月
間
育
て
ら
れ
、
全
国
的
に
も
有

『国牛十図』( 東京大学農学生命科学図書館所蔵）。
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名
な
「
松ま

つ

阪さ
か

牛う
し

」「
飛ひ

騨だ

牛う
し

」「
近お

う
み江
牛う

し

」
な
ど
と
し
て
市
場
へ
出
荷
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
国
際
情
勢
や
円
安
の
影
響
を
受
け
た
飼
料
価
格
の

急
激
な
高
騰
、
物
価
上
昇
に
伴
う
消
費
者
の
節
約
志
向
、
嗜
好
の
変
化

な
ど
に
よ
る
消
費
量
の
低
下
が
逆
風
と
な
り
、
島
内
の
畜
産
農
家
に
と

っ
て
は
苦
し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。
子
牛
価
格
も
低
迷
し
て
お
り
、

壱
岐
家
畜
市
場
で
の
子
牛
一
頭
当
た
り
の
平
均
価
格
は
、
平
成
二
八
年

の
八
四
万
八
千
円
か
ら
、
令
和
六
年
に
は
五
四
万
一
千
円
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
販
売
価
格
の
下
落
に
対
す
る
国
の
補
給
金
制
度
や
飼
料

価
格
へ
の
補
填
制
度
は
あ
る
も
の
の
、
畜
産
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
も
加
わ
り
、
昭
和
五
八
年
に
は
繁
殖
農
家
戸
数
二
七
六
六
戸
、
繁

殖
雌
牛
頭
数
八
五
五
一
頭
で
あ
っ
た
も
の
が
、
令
和
七
年
三
月
末
現
在
、

そ
れ
ぞ
れ
四
七
八
戸
、
四
九
九
七
頭
と
な
る

な
ど
、
畜
産
農
家
の
離
農
・
廃
業
、
そ
れ
に

伴
う
飼
養
頭
数
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
畜
産
農
家
の
仕
事
を
一
時
的
に
代
行

す
る
ヘ
ル
パ
ー
組
織
や
粗
飼
料
の
収
穫
を
担

う
「
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
」
と
い
っ
た
労
力
支

援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、「
子
牛
共
同
育
成
施
設

（
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）」、
母
牛
の
発
情
監

視
や
授
精
を
受
託
す
る
「
繁
殖
牛
受
託
施
設

（
Ｃ
Ｂ
Ｓ:

キ
ャ
ト
ル 

ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

ス
テ
ー
シ

ョ
ン
）」
な
ど
、
管
理
作
業
軽
減
の
た
め
の
外

部
管
理
施
設
を
整
備
し
、
子
牛
生
産
地
と
し

て
の
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

子牛生産の拠点施設「キャトル ブリーディング ステーション」。

全国から仲買人が集まる子牛のセリ。
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「
壱
岐
牛
」ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み

�
壱
岐
市
内
に
は
、
令
和
七
年
三
月
末
現
在
一
四
経
営
体
の
肥
育
農
家

が
あ
り
、
一
四
八
五
頭
が
飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
四
経
営
体
の
う
ち

一
〇
経
営
体
が
壱
岐
市
農
協
肥
育
部
会
に
属
し
、
こ
こ
で
肥
育
さ
れ
た

牛
が
「
壱い

岐き

牛ぎ
ゅ
う

（
後
述
）」
と
し
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
部

会
員
が
多
く
の
島
内
産
子
牛
を
購
入
し
て
お
り
、
壱
岐
家
畜
市
場
の
買

い
支
え
と
な
り
、
取
引
価
格
の
安
定
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

壱
岐
島
の
繁
殖
農
家
で
生

ま
れ
、
肥
育
農
家
で
育
て
ら

れ
、
島
を
一
度
も
出
ず
育
て

ら
れ
た
「
壱
岐
牛
」
は
、
年

間
九
〇
〇
頭
ほ
ど
し
か
市
場

に
は
出
回
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
壱
岐
の
肥
育
農
家
が
協
力

し
合
っ
て
品
質
を
守
り
、
希

少
性
と
付
加
価
値
を
付
け
る

た
め
、
あ
え
て
厳
し
い
定
義

（
下
表
参
照
）
を
設
け
て
情
熱

を
注
い
で
作
り
上
げ
た
ブ
ラ

ン
ド
牛
だ
か
ら
で
す
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア

潮風を浴びながらのびのびと育つ壱岐牛。

壱岐牛の定義
①�「壱岐生まれ、壱岐育ち」の黒毛和牛であること
②�「壱岐市農業協同組合肥育部会構成員」で育て

られた牛であること
③�「一支國配合飼料」という指定された配合飼料

で肥育されていること
④�「枝肉格付で肉質等級が5等級、4等級、3等級」

の格付けの牛であること
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る
ほ
か
、
高
騰
が
続
く
配
合
飼
料
の
量
を
抑
え
ら
れ
る
た
め
、
経
費
の

削
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
資
源
循
環
型
の
農
畜
連
携
は
、

ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
で
あ
る
壱
岐
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で
す
。

壱
岐
の
畜
産
業
の
未
来

�

畜
産
業
の
み
な
ら
ず
、
壱
岐
市
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
は
、
農
家
の

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
人
手
不
足
で
す
。
こ
れ
は
、
本
市
に
限
ら
ず

全
国
共
通
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
壱
岐
の
畜
産
農
家
の
多
く
は
、
三

頭
～
一
〇
頭
規
模
の
い
わ
ゆ
る
少
頭
飼
農
家
で
す
。
こ
の
よ
う
な
農
家

が
山
間
部
や
狭
く
て
条
件
の
悪
い
圃
場
に
も
粗
飼
料
の
作
付
け
を
行
な

う
こ
と
で
、
農
地
と
し
て
の
維
持
・
保
全
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
上
述
の
課
題
に
、
飼
料
高
騰
と
子
牛
販
売
価
格
の
下
落
も

重
な
り
、
一
気
に
畜
産
農
家
の
廃
業
・
離
農
が
進
み
ま
し
た
。
耕
作
放

棄
地
や
荒
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
後
も
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

国
に
対
し
て
は
、
農
家
が
農
業
で
生
活
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
今
一

度
構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
な
ぜ
農
業
の
な
り
手
が
い
な
い
の

か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
現
状
の
農
業
は
儲
か
ら
な
い
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
い
く
ら
農
業
機
械
や
ス
マ
ー
ト
機
器
、
施
設
整
備
に
補
助

金
が
出
て
も
、
最
終
的
に
儲
か
ら
な
け
れ
ば
経
営
は
継
続
で
き
ま
せ
ん
。

実
際
、過
去
に
補
助
事
業
で
牛
舎
を
建
築
し
、繁
殖
雌
牛
を
導
入
し
、農

し
た
牛
の
み
が
「
壱
岐
牛
」
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
壱
岐
牛
は
、

島
特
有
の
潮
風
に
よ
り
適
度
な
塩
分
を
含
む
粗
飼
料
を
食
べ
て
育
つ
た

め
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
豊
富
で
肉
質
は
柔
ら
か
く
、
霜
降
り
で
あ
り
な
が
ら

脂
は
上
品
で
、
あ
っ
さ
り
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
肥
育

農
家
が
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
育
て
た
、
美
味
し
さ
が
保
証
さ
れ
た
牛
肉

で
す
。
繁
殖
・
肥
育
の
地
域
内
一
貫
体
制
と
壱
岐
牛
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
積
極
的
に
推
進
し
た
こ
と
で
、平
成
二
六
年
に
は
特
許
庁
よ
り
、「
壱

岐
牛
」
の
地
域
団
体
商
標
登
録
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

農
畜
連
携
に
よ
る
資
源
循
環

�

五
月
中
旬
、
壱
岐
で
は
深
江
田
原
平
野
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
黄
金

色
に
実
っ
た
大
麦
の
刈
り
取
り
風
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

収
穫
後
に
残
っ
た
麦
わ
ら
は
、
梱
包
さ
れ
繁
殖
雌
牛
に
給
餌
さ
れ
る
ほ

か
、「
壱
岐
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」
に
運
ば
れ
、牛
糞
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
完
熟
堆
肥
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
再
び
圃
場
へ
還
元
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
化
学
肥
料
の
利
用
低
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
島
内
で
は
、焼
酎
づ
く
り
の
過
程
で
排
出
さ
れ
る
「
焼
酎
か
す
」

の
処
分
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
そ
の
一
部
を
飼

料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
焼
酎
か
す
に
つ
い
て
は
、「
栄
養
価
が
高

く
、
与
え
た
繁
殖
雌
牛
の
体
重
、
体
つ
き
や
毛
つ
や
が
良
く
な
っ
た
」

「
飼
料
の
食
い
つ
き
が
よ
く
な
っ
た
」と
い
っ
た
農
家
の
声
が
寄
せ
ら
れ
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業
機
械
も
導
入
し
た
農
家
が
、
近
年
の
販
売
価
格
の
下
落
で
経
営
が
行

き
詰
ま
っ
て
い
る
事
例
が
島
内
に
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
国
際
情
勢

や
為
替
相
場
、
消
費
者
の
嗜
好
な
ど
は
各
農
家
で
解
決
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
が
儲
か
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
ず
と
就
農
し
た

い
と
い
う
人
が
現
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
後
継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の

問
題
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

壱
岐
市
に
は
、
壱
岐
牛
を
は
じ
め
、
壱
岐
焼
酎
、
ひ
き
と
お
し
（
島

の
伝
統
的
な
鳥
鍋
）、
壱い

し
ゅ
う州

豆と
う

腐ふ

、
壱
岐
黄
金
（
ば
れ
い
し
ょ
）
な
ど
、
島
な

ら
で
は
の
魅
力
的
な
食
材
や
料
理
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
六
月

の
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
壱
岐
島
（
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）」、
一
〇
月
の
「
壱

岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
も
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
是
非
、
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
楽
し
み
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
壱
岐
の
農
畜
産
品
の
応
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。�

■

島内で楽しめる壱岐牛のステーキ。

飯
田 
雅
浩 
（
い
い
だ 

ま
さ
ひ
ろ
）

昭
和
四
八
年
三
月
一
五
日
生
ま
れ
。長
崎
県
壱
岐
市
石
田
町
出
身
。高
校
卒
業
後
、大
学
進
学
を
機

に
壱
岐
を
離
れ
る
も
四
年
後
に
帰
郷
。平
成
七
年
四
月
に
石
田
町
役
場（
現
壱
岐
市
役
所
）
に
入
職
。税

務
や
福
祉
、生
活
保
護
、会
計
担
当
部
局
な
ど
を
経
て
、現
在
、農
林
課
三
年
目
。


